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旧・医師偏在指標 新・医師偏在指標（速報値）

区域 偏在指標 摘要 区域 偏在指標 摘要

全 国 239.8 全 国 253.6

栃木県 215.3 医師少数区域 栃木県 230.0

県 北 152.3 医師少数区域 県 北 168.7 医師少数区域

県 西 144.0 医師少数区域 県 西 165.2 医師少数区域

宇都宮 185.3 宇都宮 204.2

県 東 162.5 県 東 203.2

県 南 349.9 医師多数区域 県 南 350.4 医師多数区域

両 毛 161.6 医師少数区域 両 毛 178.4

新旧医師偏在指標の比較
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• 県全域及び全ての二次医療圏で、医師偏在指標そのものは増加している。

• 医師偏在指標の増加に伴い、県全域及び両毛医療圏では、医師少数区域を脱している。

• 全国と本県の医師偏在指標を比較すると、その差は縮小している。 （旧：24.5 ⇒ 新：23.6）

• 県内の二次医療圏単位で比較すると、医師偏在指標の最大値（県南）と最小値（県西）の差が減少している。
（旧：205.9 ⇒ 新：185.2）



旧・小児科医師偏在指標 新・小児科医師偏在指標（速報値）

区域 偏在指標 摘要 区域 偏在指標 摘要

全 国 106.2 全 国 122.4

栃木県 91.4 相対的医師少数区域 栃木県 119.0

宇都宮・日光 63.3 相対的医師少数区域 宇都宮・日光 71.3 相対的医師少数区域

那須・塩谷・南那須 84.0 相対的医師少数区域 那須・塩谷・南那須 118.0

芳賀 73.9 芳賀 112.4

小山 126.2 小山 160.6

鹿沼・栃木 104.6 鹿沼・栃木 153.3

両 毛 100.3 両 毛 121.8

新旧小児科医師偏在指標の比較
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• 県全域及び全ての小児二次医療圏で、小児科医師偏在指標そのものは増加している。

• 医師偏在指標の増加に伴い、県全域及び那須・塩谷・南那須小児医療圏では、相対的医師少数区域を脱している。

• 全国と本県の小児科医師偏在指標を比較すると、その差は縮小している。 （旧：14.8 ⇒ 新：3.4）

• 県内の二次医療圏単位では、最大値（小山）と最小値（宇都宮・日光）の差が増加している。（旧：62.9 ⇒ 新：89.3）



令和５年度第１回栃木県地域医療対策協議会（令和５年５月）

• 医師確保計画ガイドライン及び新たな医師偏在指標の報告、検討の論点／策定の方向性の整理

令和５年度第２回栃木県地域医療対策協議会（令和５年８月）
• 医師確保計画（骨子）の協議

令和５年度第３回栃木県地域医療対策協議会（令和５年12月）
• 医師確保計画（素案）の協議 ⇒ パブリックコメントの実施

令和５年度第４回栃木県地域医療対策協議会（令和６年３月）
• 医師確保計画（最終案）の協議 ⇒ 栃木県医療審議会に諮問／答申

１．計画検討体制（イメージ）

栃木県医療審議会 栃木県

栃木県地域医療対策協議会

栃木県周産期医療協議会

協議

協議答申

諮問 栃木県小児医療協議会

協議結果の報告
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次期医師確保計画の検討体制及びスケジュール（予定）

２．計画検討スケジュール（予定）


